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水　野　勝　之☆
1．地域経済連携支援講座一つくばエクスプレス沿線市区長リレー一
　つくばエクスプレス（TX）が開通して1年が過ぎた。新線開通による経済効果はいかがなも
のであったであろうか。沿線各地域の経済の変化と活性化のための努力を自治体の各首長に講義
いただいた。また今後どのような政策によってより一層の地域活性化を図るのか，沿線の他地域
との連携をどのように図るのかなどを参加者とのディスカッションを交えながらお話いただいた。
講座はTXの始発駅の明治大学秋葉原サテライトキャンパスで開催した。
■日　程
　第1講　2006／09／25廣瀬道雄　首都圏新都市鉄道株式会社参与
　第2講　2006／10／16　多田重美　八潮市長
　第3講2006／10／23井崎義治流山市長
　第4講　2006／11／06石川雅己　千代田区長
　第5講　2006／11／13　市原健一　つくば市長
　第6講　2006／11／20本多　晃　柏市長
　第7講　2006／11／27　水野勝之　明治大学商学部教授
【第1回報告】
開催日時：平成18年9月25日
場所：明治大学秋葉原サテライトキャンパス
講　　師：廣瀬道雄（首都圏新都市鉄道株式会社参与）
テーマ：つくばエクスプレスについて
☆　明治大学商学部教授
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　つくばエクスプレスは，昨年8月24日の開業以降，通勤・通学のほか家族連れの方などに広
く利用されている。
　第一回目は，首都圏新都市鉄道株式会社廣瀬道雄参与より，鉄道事業の経緯や現状，使いやす
い鉄道への取組みなどが紹介された。開始1時間前には受講生が集まり始め，当講座のテーマと
なる「つくばエクスプレス」について，積極的な意見をぶつけていたのが印象的だった。
つくばエクスプレス概要
路線内訳：秋葉原～つくば間　58．3km
　　　　　・東京都　13．2km　千代田区　台東区　荒川区　足立区
　　　　　・埼玉県　　7．4km　八潮市　三郷市
　　　　　・千葉県　13．5km　流山市　柏市
　　　　　・茨城県　24．2km　守谷市　つくばみらい市　つくば市
駅数：秋葉原～つくば間20駅
最高速度：130km／h
車両の種類：直流車（TX－1000系），交直流車（TX－2000系）の2車種
所要時間の比較（秋葉原～つくば）：つくばエクスプレス　45分
　　　　　　　　　　　　　　　　常盤線経由　85分
　　　　　　　　　　　　　　　　高速バス利用　65分
つくばエクスプレスの意義
（1）東京圏北東地域の交通体系の充実
②　沿線地域のおける住宅・宅地の供給
（3）首都園の地域構造改編
（4）沿線地域の活性化
　好調の要因
　TXは初年度の想定1日あたりの輸送人員13万5千人を上回り，15万人となった。
　予想を上回った要因は，開業前から沿線地域を中心とした広範囲なイベントやPRを行い，ま
た秋の新学期前に開業できたことが考えられる。
各駅の一日平均輸送人員ランキング
1位秋葉原（約36，000人），2位北千住（約19，000人），3位流山おおたかの森（約15，000人）。
TXの駅は，それぞれの地域の特性等を考慮し，各駅ごとに個性を持たせている。
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つくばエクスプレスの特徴
（1）最先端の技術を投入！
　①ワンマン運転中
　　　TXは自動列車運転装置を採用している。
　　　乗務員はドア操作を行った後，運転台にあるスイッチを押すことで，列車は自動的に走
　　行し停車できるシステムになっている。
　②なが～いレール
　　　レールは溶接を行うことでロングレールにし，最長約18キロメートルという驚異的な
　　長さを実現している。
　　ロングレールのメリットは，騒音や揺れが緩和されることである。
（2｝地元を大切にする「駅ナカ」
　①　駅ビル事業
　　　秋葉原駅では，賑わいのある店舗が集合した駅ビル「TX秋葉原駅開発ビル（仮称）」
　　を平成20年春にオープンする予定である。
　②複合商業施設事業
　　　駅空間を利用したショッピングモールが，3駅で開業済みである。地域に開かれた駅と
　　して地元の店舗にも参画してもらっている。
【第2回報告】
開催日時：平成18年10月16日
場所：明治大学秋葉原サテライトキャンパス
講　　師：多田重美八潮市長
テーマ：八潮のまちづくりと地域の活性化について
　つくばエクスプレスの開業を契機に，平成17年4月に「八潮市みんなで景観まちづくり条例」
が施行された。市内全域にわたって市民と行政が一体となって，「品格と活力のあるまちづくり」
として良好な景観作り等を目指す八潮市の取組みが紹介された。
講義概要
1．住み続けたいまち・八潮
　（1）魅力あふれる町並みの出現
　②　わずか17分の旅（秋葉原～八潮）
　（3）八潮は都心15km圏内
　（4）川に抱かれたまち八潮（武蔵野の面影・中川，都県境の川・桁川GPニュース，大場川
　　と県内最大級のマリーナ，季節を体感・用水沿い）
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　⑤　田園都市と交通の用衝・北部地区
2．　品格のあるまちづくり
　（1）駅の持つ力
　　　・TXの利用状況
　　　・急激な人口増
　②　品格のあるまちづくり
　　　・都市計画で見る八潮のまちづくり
　　　・区画整理事業による街並み
　　　・八潮の景観づくり
　　　・美しい景観のモデル地区（八潮駅～市役所）
　　　・建築物の高さ制限
　（3）活力のあるまちづくり
　　　・ものづくり産業の集積地（工業専用地域，工業地域，準工業地域など）
　　　・八潮を支える特色のあるものづくり産業
　　　・事業所の現状（事業所数の推移，従業員別事業所数，業種別事業所数）
　（4）活力のあるまち八潮へ8つの推進策
3．　TX沿線は首都圏の新機軸
　TXの利用状況，予想を大きく超えたl
　TX八潮駅の月平均乗車人員は，6，600人である。これは，当初目標としていた3，900人を大き
く上回っている。八潮駅周辺は，電線の地中化や放置自転車防止対策の結果，整然とした空間が
広がっている。また，市役所出張所や保育ステーションなどもオープン予定である。
八潮市のみどころ
①中川やしおフラワーパーク
　　約13，000mの中川河川敷に，春にはボランティアの方たちが植えた桃の花や菜の花，秋
　にかけてはコスモスが咲く。毎年春に「花桃まつり」が行われ，市内外から1万人以上の方
　が訪れる。
②大場川マリーナ
　　県営で，収容隻数は県内最大を誇る。東京湾まで約40分の好アクセスである。エンジン
　付きボートをレンタルすることもできる。
③八條親水公園綾瀬川放水路
　　歩道のまわりに桜が植えられ，放水路には鮭や草魚など大きな魚が見られる。歩道が広く，
　整備されているので散歩，サイクリングに適している。
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　八潮市なくしてオリンピックの開催なし！
　八潮市は，金属工業・機械工業を中心に，日本のものづくり産業を支えており，工場数は県内
第三位である。国内で初めてポテトチップを量産した工場や，オリンピック規格の公認を受けた
バーベルを製造する工場もある。首都高速道路6号線が，八潮駅のすぐそばを走っていることが
工場が集積する要因の一つである。
活力のあるまち八潮へ。8つの推進策
　1．経営基盤強化の支援及び経営の健全化を図る
　2．産業を営むための立地環境の整備及び改善並びに地域環境との調和を図る
　3．技術及び新製品の開発，販路拡大その他の経営革新を実現する
　4．創業及び新事業の創出を実現する
　5．地場産業を支援する
　6．観光資源及び地域の特性を生かした観光の振興を進める
　7．関係団体を育成及び支援する
　8．前各号に掲げるもののほか産業の振興を図る
【第3回報告】
開催日時：平成18年10月23日
場　所：明治大学秋葉原サテライトキャンパス
講　　師：井崎義治流山市長
テーマ：都心から一番近い森の街「流山」の街づくり
　三位一体改革により自主裁量権が高まることで，都市間競争は激化している。「改革が必要な
時期∫である流山市の市民満足度を高めるための取り組みが紹介された。
講義概要
1．行財政改革
　　・流山市の行政改革を必要とする要因
　　・行財政改革の考え方??市民が活きるまちづくり
まちづくり戦略（流山グリーンチェーン戦略）
・流山グリーンチェーン戦略，構想の背景
・流山グリーンチェーン戦略の目的
・流山グリーンチェーン戦略の具体的な取組み
・流山グリーンチェーン戦略の指標の構成
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節減した経費により拡充した事業又は新規事業
①緑と水辺が親しめるまちづくり
　　・利根運河桜植栽事業
　　・沿線区域内グリーンチェーン戦略推進事業
②子供の未来を育むまちづくり
　　・乳幼児医療費助成の拡充
　　・学校建物耐震改修事業
　　・子どもショートステイ事業
　　・身体障害者や妊婦中の方へ図書の貸出し，宅配サービス
③安心安全のまちづくり
　　・安心安全（市民パトロール隊支援等）事業
　　・浸水被害の解消（神明堀改修・大堀川拡幅事業）
④健康・いきいきまちづくり
　　・40歳以上の市民10％（1万人）を巻き込んだ健康維持・回復推進事業
⑤活力のあるまちづくり
　　・路線バスとタウンバス運行事業の開始
　　・起業誘致事業
⑥市民が主役のまちづくり
　　・住民自治基本条約例策定事業
　　・NPO活動推進事業
　　・公益事業補助金制度スタート
　　・市民活動推進センターの開設
　流山グリーンチェーン戦略
　TX沿線の新築を対象とし，敷地内に木を植える事を奨励する日本では初めての試みである。
ヒートアイランド現象を抑制し，緑豊かな町を目指す事を目的とする。住宅を緑化するさまざま
な指標を満たすとグリーン認定を受けることができ，認定を受けた住宅は，購入する際に金利が
優遇される。将来的には，流山市の既存のまちにもグリーン認定制度を適用させていく計画もあ
る。
※グリーン認定を受けるために必要な指標
　指標1　道路表面の温度上昇抑制
　指標2　敷地間通風
　指標3　道路面からの放射熱浸入抑制
　指標4　敷地内地表面及び建物外壁の温度上昇抑制
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指標5排熱とCO2排出の抑制
指標6　住戸断熱性能の確保
指標7　住戸内通風の確保
　周辺地域との差異化
　流山市のTX「流山おおたかの森」駅近くのショッピングセンターは，周辺地域のショッピン
グセンターよりも団塊世代や団塊ジュニアをメインターゲットにした「落ち着いた大人のまち」
を目指している。「若者が集うにぎやかなまち」である隣の柏市との差異化を図っている。
【第4回報告】
開催日時：平成18年11月6日
場所：明治大学秋葉原サテライトキャンパス
講　　師：石川雅己千代田区長
テーマ：千代田区のまちづくりについて
　区政を取り巻く状況において，価値観の変化や，個人，家庭，地域社会の役割が変化するなか，
行政に求められるニーズは地域社会ごとに異なっています。今後の地方主権の時代に向かって，
自治体には自己決定，自己責任の行財政運営が進められている。どれだけスピードをもって改革
を推し進めていくかが，地方生き残りの「カギ」であるという千代田区長より千代田区のまちづ
くりについて講義頂いた。千代田区は連携，協働し，権限や財政面で自律した新しい自治体を目
指している。
　改革は続く
　職員を2割純減した。情報公開を大事にし，区長の交際費等は区のホームページで閲覧できる
ようになっている。
　平成15年に，内部告発に関する取り組みを始めた。それは，不正な行為を訴える場を外部に
設けることと，不利益処分を決してしないという法令を作ったことである。ちなみにこの法令は，
欧州では当たり前の存在になっている。
　千代田区の福祉のまちづくり
　民間企業のサービスの場合，気に入らなければ他社に乗り換える事が可能である。しかし，行
政の場合そうはいかない。千代田区は0歳児から5歳児の子どもを一貫して育成する幼稚園と保
育園を合体させた機関を作り，時代に合わせたサービスを提供している。保育園と同様に長時間
保育を実施するとともに，幼稚園としての幼児教育も実施している。この取り組みは先進的で，
200件の自治体が視察に訪れた。
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　秋葉原地域のまちづくり
　区画整理を行う際に秋葉原駅はその対象となっていなかったため，一体化したまちづくりが難
しかった。JRは当初この区画整理に非協力的であった。しかし，昭和口の広場を千代田区が計
画した際には，この広場の前に改札やエスカレーターを持ってくるように働きかけるなどし，お
互いの距離は縮まってきた。
　今後の展開
　御茶ノ水駅周辺は，無秩序な開発が行われ，駅の機能はパンクしている。近くに大きな病院が
多くあるにもかかわらず，バリアフリー化も進んでいない。秋葉原のまちづくりで学んだ教訓を
活かし，全体のグランドデザインをしっかり考えてまちづくりをすることが大事である。JR，メ
トロ，TXの駅が離れていて，乗り換えに不便に感じることが多いと思う。これは，仮に相手の
鉄道会社の駅に接続しようとした場合，接続する鉄道会社側がその接続にかかる費用を負担しな
ければならない仕組みがあるからである。このため，御茶ノ水駅ではJRとメトロの乗り換えに
はいったん駅の外に出なければならない。また秋葉原駅のJRとTXの乗り換えには5分近くか
かってしまう。自治体のフォローが必要である。
【第5回報告】
開催日時：平成18年11月13日
場　　所：明治大学秋葉原サテライトキャンパス
講　　師：市原健一つくば市長
テーマ：TX開業とつくば市の経済活性化について
　つくばTXの開通後，つくば市の人口は20万人を突破し，沿線開発事業，つくばセンター地
区再整備事業，筑波山観光事業，企業誘致などにも積極的に取組んでいる。秋葉原につくば市の
東京事務所を置き，ここから市の観光，物産，イベント情報を全国へ情報発信しているつくば市
のさまざまな取組みを市原市長より紹介頂いた。
全国につくば市の魅力を発信
　1．つくば市の概況
　2．つくばエクスプレス開業効果
　3．つくば市の沿線整備
　4．経済活性化の取組み
　5．企業誘致
　6．定住促進
　7．観光誘客
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8．まちづくりと「つくばスタイル」
　っくば市の概要
　人　口：203，280人（Hl8．10）
　世帯数：80，488戸（H18．10）
　産業別商業人口：第一次産業5，388人，第二次産業20，170人，第三次産業64，972人（Hl2．10）
　つくば市の変遷
　　昭和60年国際科学技術博覧会（筑波万博）開催
　　つくば万博の跡地に9箇所の工業団地を造り，立地企業数は130を超える。また300近くの
　研究機関が集結した。
　　昭和62年11月　つくば市誕生
　　4つの町村と合併し，つくば市が誕生した。今のつくば市の母体は，この時期にできあがっ
　た。鉄道が通らなかったこともあり，独特な文化を持つ研究学園都市が完成した。
　　平成14年ll月　茎崎町とつくば市合併
　　平成17年8月　つくばエクスプレス開業
　　TXが開業し，この沿線に4つの駅が開業した。
　現在ではTXの開通によりJRも危機感を持ち，常磐線に新型車両を投入するなど激しい競争
が起きている。TX開業で，つくば市に来る観光客は増加した。観光施設・案内所を整備したり，
TXつくば駅から筑波山口までの直通バスを通すなどしたことが功を奏した。
　企業誘致を積極的に行う
　つくば市に事業所を新設・移転した場合に，固定資産税が三年間免除される。さらに，県税で
ある法人事業税と不動産取得税が免除される。
　TX開通や首都圏中央連絡自動車道の整備が順調に進んでいて，都内からも近くなった。また，
産学官の連携によるネットワークは企業を力強くサポートする。
　科学のまちを見にいこう
　科学のまちであるつくば市では，サイエンスツアーバスが運行している。土日祝日に運行し，
500円でつくばリサーチギャラリー，筑波宇宙センター，地図と測量の科学館，エキスポセンター
などのつくば市の研究機関を巡ることができる。
　「パンの街つくば」プロジェクト
　つくば市では窯を持つパン屋が多い。つくば市商工会の食による地域振興策として，「パンの
街つくば」プロジェクトが進んでいる。12のパン屋の協力により国産小麦を使ったパン素材を
活用することを検討し，地産地消を目指すプロジェクトである。
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【第6回報告】
開催日時：平成18年11月20日
場　所：明治大学秋葉原サテライトキャンパス
講　　師：本多　晃柏市長
テーマ：TXの開通と柏市産業振興
　平成17年3月28日に沼南町と合併し，新しい柏市がスタートした。中核市となるための要件
を満たし，市民へのきめ細やかなサービスの提供を進めている。つくばエクスプレスの開通で
30分，好アクセスとなり「知識・情報発信」の中心地へと，機能がますます進化する柏市の取
り組みが紹介された。
TX沿線のまちづくり
　1．柏の産業一農業，商業，工業の様子など一
　2．産業を取り巻く環境変化一沼南町との合併，TXの開通，都市経営について一
　3．産業振興に向けた取り組み一第四次総合計画，産業振興施策の紹介一
　4．沿線地域の中の柏一産業クラスター計画，千葉県新産業振興戦略一
　5．柏の進行に向けて
　TX沿線のまちづくり
　TX沿線のまちは，多摩ニュータウンや千葉ニュータウンなどの，第二世代に続く，第三世代
の都市である。第二世代の都市は，宅鉄法に基づいてつくられていった。しかし，この宅鉄法は
戦後の住宅不足を補うために，大量の住宅を供給する内容である。今の時代に，この法律に基づ
くまちづくりをする必要性はない。そこで新しい付加価値をつけて，充実した生活の場を提供す
るまちをつくっていく。TX沿線の都市は，東急田園都市線沿線のまちのようなブランドカのあ
るまちを目指す。
　柏市の産業
　柏市は都市と農村が融合した地域であり。関東のなかでは唯一自然が残されている。
　また千葉県は沿岸部が注目されがちではあるが，内陸部では昔からの工業の蓄積があるなど，
負けない魅力を持っている。
　（1）農　　業
　カブ，ねぎ，ほうれん草などの野菜栽培が盛んである。特にコカブは東京の中央卸売り市場や
京都の料亭に出荷されている。
　昭和50年頃に日本で始めて中国野菜のチンゲンサイ，ターサイが栽培された。
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　（2）商　　業
　昭和48年10月に，JR柏駅東日に日本初のダブルデッキを供用開始。同時に大型百貨店の
「そごう」が開業，翌ll月に西口「高島屋」が開業。今なお出店が相次いでいる。
　「ウラカシ」と称される通りには，古着店などが出店し，千葉県最大のファッションストリー
トとなっている。JR柏駅周辺では，ライブや芸などのパフォーマンスが盛んに行われ，柏独特
の文化を形成している。
　（3）工　　業
　昭和30年代から40年代に葛飾区や墨田区から移転してきた中小企業が多い。機械，金属，電
子，電気関係の事業所が半数を占める。脱下請けを目指し，新技術・新製品の開発を産学官連携
で取り組む事例がある。
　中核市を目指す
　沼南町との合併によって，柏市は中核市の要件を満たした。中核市になることによって，今ま
で千葉県が行っていた事務の多くを市が行うため，事務手続きが迅速，効率化し，市民へのサー
ビスが向上する。柏市は二年後に中核市へ移行するための準備を進めている。
2．明治大学広域連携シンポジウム
　　　　ーつくばエクスプレス開通と沿線経済の活性化一
日　時：12月5日（火）18：00～20：30
場　所：秋葉原ダイビル2Fコンベンションホール
主　催：明治大学
プログラム内容（総合司会：熊澤喜章明治大学商学部助教授）
　　・主催者挨拶
　　　納谷廣美明治大学学長
　　・基調講演
　　　「TXの開通と街づくり」　大友純明治大学商学部教授
　　・提言報告
　　　リバティ・アカデミー地域連携支援講座受講者
　　・研究報告
　　　「秋葉原におけるフリーペーパーの発行」　明治大学商学部水野ゼミナール
　　・パネルディスカッション
　　　「TX沿線都市の連携を通しての経済活性化」
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　〈パネリス　ト〉市原健一（つくば市長）
　　　　　　　　　　多田重美（八潮市長）
　　　　　　　　　　原喜信（首都圏新都市鉄道株式会社経営企画部長）
　　　　　　　　　　菅沼堅吾（東京新聞論説委員）
　〈コーディネータ〉　水野勝之（明治大学商学部教授）
　12月5日（火），TX始発駅である秋葉原のダイビル・コンベンションホールにて，明治大学
広域連携シンポジウム「つくばエクスプレス開通と沿線経済の活性化」が開催され，明治大学関
係者をはじめ，千代田区やTX沿線地域から150名強の参加者が集まった。
　これは，新線開通による経済効果や沿線各地域の経済の変化と活性化のための努力について理
解を深め，また，今後どのような取り組みが一層の地域活性化を図るのか，沿線の他地域との連
携をどのように図るのかを考えていぐことを目的としている。
　シンポジウムは，最初に明治大学納谷廣美学長の挨拶に始まり，明治大学商学部大友純教授よ
り「TXの開通と街づくり」と題した基調講演へと進んだ。新しいショッピングセンターや商店
街など商業の成り立ちやその有り様，地域の人々に親しまれ，誇りを持てる街づくりの重要性が
講義された。
　提言報告では，リバティ・アカデミー地域連携支援講座受講者4名が，つくば市，八潮市へそ
れぞれの街の特性を踏まえ，そのニーズに合わせた個性的な提言を行った。
　最終セッションのパネルディスカッションでは，明治大学商学部水野勝之教授の進行により，
パネリストである市原健一茨城県つくば市長，多田重美埼玉県八潮市長，原喜信首都圏新都市鉄
道株式会社経営企画部長，菅沼堅吾東京新聞論説委員が「TX沿線都市の連携を通しての経済活
性化」についての議論を進めた。「沿線の地域が連帯してよいブランドイメージを」「各市町村が
差別化をした上でそれぞれのよさを情報発信して行くことが大切」「経済活性化はTXを『楽し
む』がキーワード。楽しむことで多く人々を巻き込め，長続きする」など活発な意見があがり，
充実した論議となった。
